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公益信託 商船三井モーリシャス自然環境回復保全・国際協力基金 

2021年度助成金申請書 (Version 1.1) 

 

 

私は、公益信託 商船三井モーリシャス自然環境回復保全・国際協力基金の助成金申請にあたり、下記の通

り誓約いたします。 

 

記 

 

１． 申請書、別紙および添付資料に虚偽の内容はありません。 

２． この書類記載の氏名・住所等の個人情報について、運営委員会等への提供に加えて信託管理人や主

務官庁等に開示することに同意します。また、助成が決定した際には、当団体の氏名・プロジェクトの事

業内容・業績等について公表されることに同意します。 

３． 募集要項を理解し、今後も遵守します。 

４． 当団体およびその役員等は、「反社会的勢力ではないことの表明・確約に関する同意」（別紙）に記載の

内容を了承します。 

５． 本助成に関する損害等に関して全責任を負い基金を免責します。 

６． 以下の場合の助成金返還義務が生じることを了承します。 

余剰金が発生したとき 

申請書に虚偽の申告があったとき 

助成金を目的外使用したとき 

事業計画達成に疑義が生じたとき 

報告義務を怠ったとき 

       

年   月   日 

 

申請団体名：(代表団体名を記載ください) 

 

所在地：（代表団体の住所を記載ください） 

 

代表者名：（代表団体の代表者のお名前） 

 

署名：（代表団体の代表者のご署名） 
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別紙 

 

反社会的勢力ではないことの表明・確約に関する同意 

私（法人の場合は、当該法人の役員等を含みます。）は、次の①の各号に掲げる者もしくは②の各号のい

ずれかに該当し、もしくは③の各号のいずれかに該当する行為をし、または①もしくは②にもとづく表明・確

約に関して虚偽の申告をしたことが判明した場合には、通知により貴公益信託からの助成金・奨学金等の

交付が廃止されても異議を申し立てず、既に貴公益信託から受給した助成金・奨学金等の全額を直ちに貴

公益信託に返還いたします。また、これにより手数料、費用、損害が生じた場合でも、いっさい私の責任と

いたします。 

①現在、次の各号に掲げる者（以下これらを「暴力団員等」という。）のいずれにも該当しないことを表明し、

かつ将来にわたっても該当しないことを確約いたします。 

Ａ.暴力団 

Ｂ.暴力団員 

Ｃ.暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者 

Ｄ.暴力団準構成員 

Ｅ.暴力団関係企業 

Ｆ.総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団等 

Ｇ.日本政府または外国政府等が経済制裁の対象として指定するもの 

Ｈ.その他前各号に準ずる者 

②現在、次の各号のいずれにも該当しないことを表明し、かつ将来にわたっても該当しないことを確約いた

します。 

Ａ.暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 

Ｂ.暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 

Ｃ.自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもってするな

ど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 

Ｄ.暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる関係

を有すること 

Ｅ.役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有する 

こと 

③自らまたは第三者を利用して次の各号に該当する行為を行わないことを確約いたします。 

Ａ.暴力的な要求行為 

Ｂ.法的な責任を超えた不当な要求行為 

Ｃ.取引に関して、脅迫的な行為をし、または暴力を用いる行為 

Ｄ.風説を流布し、偽計を用いまたは威力を用いて貴公益信託の信用を毀損し、または貴公益信託の業

務を妨害する行為 

Ｅ.その他前各号に準ずる行為 
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【概要】 

プロジェクト名称 

プロジェクトの名称を記入 

 

申請団体名１（代表団体） 

プロジェクトの主たる団体名を正確に記入 

 

申請団体名２（共同団体） 

代表団体とともにプロジェクトを推進する団体名を正確に記入 

 

プロジェクト種別（以下の何れかを選択） 

【自然環境並びに生態系の回復および保護に関わるもの】 何れかに〇をする 

１． マングローブ、２．サンゴ礁、３．野鳥、４．その他生物、５．生物以外の自然保護 

【モーリシャスの地域社会の発展に関わるもの】 

１． 水産、２．観光、３．文化教育、４．その他 

 

申請内容の要約 

意義、活動内容、期待される成果等を簡潔にまとめる（枠内に記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請額 

初年度                                                     

米ドル・円 

次年度以降合計                                               

米ドル・円 

プロジェクト期間（最長 5年） 

                                                        

× 年間 
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【活動内容】 

プロジェクトの課題と目的 

以下について記載。適宜、写真、地図、グラフ表の掲載も可（枠内に記載） 

・取組む課題と目的 

・現在の状況、問題認識 

・そのモーリシャスおよびその周辺域においての重要性・意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の詳細 

以下について記載。適宜、写真、地図、グラフ表の掲載も可（枠内に記載） 

・活動の具体的な内容（個別活動毎に説明） 

・計画の実効性（予算、期間） 

・活動の独自性 

・団体の優位性 
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初年度スケジュール  （「活動の詳細で述べた活動活動毎に、下記例を参考に期間を記載） 

月 活動内容毎のスケジュール 

4月    関係者との擦り合わせ 

5月       

6月         施設の設営 

7月         物品購入 

8月                            聞き取り調査 

9月                  植林作業 

10月  

11月  

12月  

1月                                         報告書作成                                              

2月  

3月  

2年目計画（2023/4～2024/3） 

2 年目の活動概要（枠内に記載） 

 

 

 

3年目計画（2024/4～2025/3） 

3 年目の活動概要（枠内に記載） 

 

 

 

4年目計画（2025/4～2026/3） 

４年目の活動概要（枠内に記載） 

 

 

 

5年目計画（2027/4～2028/3） 

５年目の活動概要（枠内に記載） 

 

 

 

 

 

期待される成果 
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以下について記載。適宜、写真、地図、グラフ表の掲載も可（枠内に記載） 

・終了時に期待される成果、モーリシャスおよび周辺地域に与える影響 

・期待する成果物 

・終了後の事業発展の可能性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

活動予定地 

枠内に記載。 

 

 

現地政府の協力、認可 

枠内に記載。 

 

 

注）協定ある場合は、協定書を添付 

提携関係 （現地 NGOや国際機関と提携する場合は、提携先名） 

枠内に記載。 

 

 

日本国内の紹介者 

枠内に記載。 
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【資金計画】   必要に応じて行を追加 

初年度 

支出 金額（米ドルまたは円） 算出根拠 

資材・物品・購入費等 US$15,000 植林作業用具（5,000×２）、その他 

施設の購入、賃借、修繕 US$56,000 作業所建設費（40,000）、地代（500×12 か月） 

労務費、謝金 US$60,000 現地スタッフ賃金（2,000×4 か月×5 人）、プロジェクトワーク

ロードによるスタッフ労務費等 

交通・宿泊費 US$6,000 渡航費（2,000×２）、宿泊費（300×4 泊）、その他 

事務所維持経費 US$12,000 10,000×12 か月 

通信・印刷・翻訳・出版 US$12,000 冊子発刊（5,000）、その他 

その他 US$10,000 〇〇〇コンサルティングへの謝金(8,000)、雑費 

合計（A） US$161,000  

注）団体の一般管理費は対象外。 

収入 支援団体名 金額（米ドル、または円） 

当基金助成金 - US$101,000 

他助成金（確定先） ○○財団 US$20,000 

他助成金（見込先） XX 基金 US$20,000 

未定  0 

自己資金 - US20,000 

合計（＝A） - US$161,000 
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次年度以降合計 

支出 金額（米ドル、または円） 算出根拠 

資材・物品・購入費等 US$80,000 作業用具、苗木代（30,000）その他 

施設の購入、賃借、修繕 US$18,000 作業所建設費（地代 500×36か月） 

労務費、謝金 US$20,000 労務費（2,000×20 か月×5 人）、プロジェクトワークロードに

よるスタッフ労務費等 

交通・宿泊費 US$16,000 渡航費（2,000×6）、宿泊（300×10 泊）、その他 

事務所維持経費 US$12,000 10,000×12 か月 

通信・印刷・翻訳・出版 US$80,000 冊子発刊（50,000）、その他 

その他 US$30,000 〇〇〇コンサルティングへの謝金(8,000×3 年)、雑費 

合計（B） US$256,000  

注）団体の一般管理費は対象外 

収入 支援団体名 金額（米ドル、または円） 

当基金助成金 - US$180,000 

他助成金（確定先）  0 

他助成金（見込先） ○○財団 US$45,000 

未定  0 

自己資金 - US$31,000 

合計（＝B） - US$256,000 
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【団体概要】  

別紙添付可 

代表団体（プロジェクトの主たる遂行者） 

以下を全て記載（別紙添付可） 

法人格（登記有無も）、所在地、担当者氏名、団体 HP、担当者名前、アドレス、構成員人数 

 

The National CSR Certification Number (モーリシャス共和国にて登記している組織・団体のみ） 

NCSRF/20XX/XXXX 

団体沿革 

以下を全て記載（別紙添付可） 

設立年月、設立目的、歴史 

過去の主な活動 

活動毎に内容、地域、規模、成果を記載。HP あればその URL 

 

 

 

モーリシャスにおける活動 

活動毎に内容、地域、規模、成果を記載。HP あればその URL 

 

 

 

出資者、提携先等 

有する場合記載 

 

 

 

代表団体の代表者 

以下を全て記載（別紙添付可） 

フルネーム、当団体での役職、当団体以外の主たる役職、自宅住所、生年月日、連絡先（電話番号、メールアドレス） 

 注）設立 3 年未満の団体については、以下も記載 

学歴、職歴、過去手掛けた公益活動の概容（HP 等で実績が分かるものあれば記載）、上記以外の組織運営経験、当該

プロジェクト内容への知見 
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別紙添付可 

共同団体（主たる遂行者以外の団体） 

以下を全て記載（別紙添付可） 

法人格（登記有無も）、所在地、担当者氏名、団体 HP、担当者名前、アドレス、構成員人数 

 

The National CSR Certification Number (モーリシャス共和国にて登記している組織・団体のみ） 

NCSRF/20XX/XXXX 

団体沿革 

以下を全て記載（別紙添付可） 

設立年月、設立目的、歴史 

過去の主な活動 

活動毎に内容、地域、規模、成果を記載。HP あればその URL 

 

 

 

モーリシャスにおける活動 

活動毎に内容、地域、規模、成果を記載。HP あればその URL 

 

 

 

出資者、提携先等 

有する場合記載 

 

 

 

代表団体の代表者 

以下を全て記載（別紙添付可） 

フルネーム、当団体での役職、当団体以外の主たる役職、自宅住所、生年月日、連絡先（電話番号、メールアドレス） 

 注）設立 3 年未満の団体については、以下も記載 

学歴、職歴、過去手掛けた公益活動の概容（HP 等で実績が分かるものあれば記載）、上記以外の組織運営経験、当該

プロジェクト内容への知見 
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【申請書作成/送付要領】 

 

 

募集要項を熟読の上、記入のこと 

使用するフォントは、黒色、11ポイントのみ。固定化された枠の大きさは変更不可 

・ワードで入力し PDFに変換・・・① 

・署名ページ（P1）のみプリントアウトの上、代表者署名したものをスキャン（PDF）・・② 

件名に【商船三井モーリシャス基金・申請団体名】を記入したメールに、上記①②および添付書類を貼り付

け、下記アドレスに送付。 

kouekidenshi＠smtb.jp 

メール一本の容量は２０MBを超える場合は、添付資料を別メールで送付 

ファイル転送サービス、郵送は不可。 

申請受付後、受託者は受領をメールで連絡します。 

 

 

file://///H00S3214/HOME104/02業務別作業場/18公益信託ﾁｰﾑ/10P_首都圏/芝160号・商船三井モーリシャス自然環境回復保全・国際協力基金/51運営担当用/基金設立/8.設立手続き/募集書類/kouekidenshi＠smtb.jp

